
国
の
宗
教
的
行
為
に
よ
る
被
復
害
利
益

l
l
「
宗
教
的
人
務
権
」

の
困
周
辺

(山
神

主口
学
院

生智

E裂の宗教的行為による後後苦手幸IJ主主-r"宗教的人格権jの周辺(山口}

問
題
の
所
在

憲
法
に
は
、
「
政
教
分
離
原
則
〕
と
総
称
さ
れ
る
諸
規
定
が
あ
る
。
宗
教
間
体
に
対
す
る
特
権
の
付
与
や
、
宗
教
関
体
に
よ
る
政
治

一183

権
力
の
行
使
を
禁
ず
る
二

O
条
一
項
後
段
、
国
に
よ
る
宗
教
的
活
動
を
禁
ず
る
一
一

O
条
三
項
、
宗
教
団
体
に
対
す
る
公
金
支
出
ゃ
、
公

〈

i
)

的
財
産
の
供
用
を
禁
ず
る
八
九
条
が
定
め
る
規
範
内
容
を
、
議
学
上
の
便
宜
か
ら
こ
の
よ
う
に
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
最
高
裁
は
、

(
2〉

い
わ
ゆ
る
津
地
鎮
祭
事
件
判
決
に
お
い
て
、
「
憲
法
は
、
明
治
維
新
以
降
国
家
と
神
道
と
が
密
接
に
結
び
つ
き

i
稜
々
の
弊
答
会
生
じ

た
こ
と
に
か
ん
が
み
j
信
教
の
自
由
;
の
保
障
を
一
層
確
実
な
も
の
と
ナ
る
た
め
、
政
教
分
離
規
定
を
設
け
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
」

と
、
そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
自
由
の
却
保
障
と
連
結
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
が
ら
、
政
教
分
離
原
則
に
触
れ
る
と

〈

3〉

患
わ
れ
る
同
出
家
行
為
の
違
憲
性
を
裁
判
に
よ
っ
て
争
う
の
は
容
易
で
は
な
い
、
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

地
方
公
共
団
体
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
二
間
一
一
条
の
ニ
が
定
め
る
生
民
訴
訟
と
い
う
、
財
務
会
計
行
為
の
適
否
を
監
視

す
る
た
め
の
訴
訟
形
式
に
よ
っ
て
争
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
前
記
津
地
鎮
祭
事
件
最
高
裁
判
決
も
認
め
て
い
る
方
法
で
あ
る
。
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し
か
し
国
家
に
対
し
て
は
、
納
税
者
訴
訟
と
い
う
も
の
は
、
法
律
の
上
で
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
判
例
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
て
い
な

ぃ
。
そ
こ
で
、
問
じ
行
為
で
も
、
別
問
家
が
有
っ
た
場
合
に
は
、
適
切
な
訴
訟
を
提
起
す
る
方
法
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。

そ
れ
で
も
、
内
閣
総
理
大
使
に
よ
る
靖
国
神
社
公
式
参
拝
、
即
位
の
礼
・
大
嘗
祭
等
と
い
っ
た
出
家
行
為
に
つ
い
て
も
、
各
地
で
頻
繁

に
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
、
主
と
し
て
宗
教
的
人
格
(
ま
た
は
。
フ
ラ
イ
ヴ
ア
シ

i
)
権
の
侵
害
に
対
す
る
損
害
賠

慣
請
求
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
違
憲
国
賠
訴
訟
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
判
例
は
宗
教
的
人
格
権
の
存

'
一
位
を
認
め
て
い
な
い
。

学
説
は
宗
教
的
人
格
権
の
否
定
を
批
判
す
る
も
の
が
多
く
、
さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
と
悶
様
に
、
政
教
分
離
関
係
の
事
件
に
つ
い
て
は

〈

4
)

納
税
者
訴
訟
そ
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
説
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
現
の
可
能
性
が
乏
し
い
こ
と
を
劉
と
し
て
も
、
納
税
者
訴

訟
も
万
能
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
納
税
者
訴
訟
は
、
基
本
的
に
は
、
納
税
者
が
、
続
金
の
適
正
な
使
用
を
監
視
す
る
た
め
の
主
観
訴

(5) 

訟
と
い
う
性
絡
を
持
つ
。
従
っ
て
、
将
来
に
お
け
る
税
負
担
の
増
加
と
い
っ
た
、
公
金
支
出
等
に
よ
る
経
済
的
損
害
発
生
の
可
能
性

184-

が
な
く
、
納
税
者
訴
訟
を
選
択
で
き
な
い
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
連
邦
憲
法
修
正

条
が
定
め
る
国
教
樹
立
禁
止
条
項
違
反

を
争
う
の
か
と
い
う
問
題
は
残
る
。
そ
こ
で
本
穏
で
は
、
日
米
判
例
の
比
較
を
通
じ
て
、
原
告
適
格
の
前
提
と
な
る
、
政
教
分
離
原
則
則

(8) 

違
反
の
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
患
わ
れ
る
被
侵
害
科
援
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

(l)

小
抽
崎
粉
河
「
い
わ
ゆ
る
吋
飲
教
分
離
惟
』
に
つ
い
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
人
凶
入
品
勺
…
九
i
二

O
百
員
三
九
八
五
三

〈2
)

最
高
裁
大
法
廷
・
路
和
五
二
〈
一
九
七
七
〉
年
七
月
一
一
一
一
日
制
判
決
〈
民
袋
一
一
一
…
晶
哲
郎
号
去
一
一
一
一
ニ
資
)
。

(
3〉
叫
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
家
緩
(
昭
和
五
十
二
年
度
)
』
…
一
一
二
九
資
・
注
(
お
)
〔
鵠
崎
山
安
久
〕
(
後
鑑
官
会
・
一
九
八
一
〉
。

(
4
〉
松
井
植
民
町
民
「
箕
一
期
怠
週
刊
臨
時
・
慰
霊
祭
訴
訟
控
訴
審
判
決
に
つ
い
て
(
上
ご
料
時
一
一
一
六
三
号
二
ハ
一
二
i
六
回
寅
は
、
政
教
分
離
原
則
を
定
め
る
諸
規
定
が
、



帥
納
税
者
と
し
て
の
原
告
適
格
を
確
認
し
た
も
の
と
す
る
。

(
5〉
石
臨
島
問
弘
「
ア
メ
リ
カ
の
帥
紋
開
税
旗
翁
剖
叫
訴
昨
机
絞
品
」
ジ
ユ
リ
ス
ト
品
稔
総
A

合品合均脇特村曲集常一コ三一ニ一一一一吋日本の制税枕金』ニム六ハム六ハ頁以下(士一了.九九八限〉て、柑塩樺眠野削宏吋円行行政托法慌蕊』一二ム六ハ一了了，，gふeふ

m灼
悶
十
資
奥
(
有
蝉
斐
党
嗣
賜
開
.
一
九
九
五
)
等
を
参
加
黙
の

(6)

本
務
は
、
第
一
一
一
一
一
一
部
宗
教
法
学
会
に
お
け
る
報
告
原
稿
に
泌
築
し
た
も
の
で
あ
り
、
拙
稿
「
い
わ
ゆ
る
政
教
分
離
耽
訴
訟
に
お
け
る
被
侵
祭
利
援
に
つ
い
て
」

大
政
台
論
集
〈
法
学
政
治
学
篇
〉
額
一
二
縁
日
一
芳
一
回
一
一
員
以
下
(
一
九
九
六
年
)
を
も
と
に
し
て
い
る
。

臼

本

E留め宗教的行為による被侵饗利益一「淡教的人総機JI!)賜辺(山口)

日
本
の
判
例
と
学
説
は
、
宗
教
的
人
格
権
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
「
権
科
」
の
存
杏
が
裁
判
で
初
め
て
争
わ
れ
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
殉
職
自
衛
官
会
絹
事
件
で
あ
ろ
う
。
第
一
審
及
び
控

〈

1
)

訴
審
判
決
は
、
自
衛
隊
地
方
連
絡
部
の
事
務
的
協
力
会
得
て
、
島
衛
隊
隊
友
会
が
殉
職
自
衛
官
を
護
国
神
社
に
祭
神
と
し
て
記
っ
た

。。

行
為
は
、
共
関
し
て
行
な
っ
た
合
認
申
請
行
為
で
あ
り
、
原
告
で
あ
る
妻
の
意
に
反
す
る
宗
教
上
の
人
格
権
の
侵
害
に
な
る
と
し
て
、

損
官
官
賠
償
の
請
求
を
認
め
た
。
第
…
泰
判
決
は
、
信
教
の
自
由
は
私
法
上
の
人
格
権
に
麗
し
、
「
入
が
自
己
も
し
く
は
続
し
い
者
の
死

に
つ
い
て
、
他
人
か
ら
干
渉
を
受
け
な
い
静
議
の
中
で
宗
教
上
の
感
情
と
思
考
を
巡
ら
せ
、
行
為
そ
な
す
こ
と
の
利
益
」
は
、
宗
教
的

〈

2
)

人
格
権
の
一
内
容
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
最
高
裁
判
決
の
法
話
意
見
は
、
次
の
よ
う
な
論
理
で
宗
教
的
人
格
権

を
一
台
定
し
た
お

mw憲
法
二

O
条
一
一
一
項
の
規
定
は
制
境
的
保
障
で
あ
る
か
ら
、
罰
規
定
に
違
反
す
る
国
等
の
宗
教
的
活
動
で
あ
っ
て
も

「
信
教
の
自
由
を
直
接
侵
察
す
る
に
至
ら
な
い
限
り
、
私
人
に
対
す
る
関
係
で
直
壌
に
は
違
法
と
詳
輔
さ
れ
」
な
い
。
告
ム
口
柁
自
体
は

護
間
関
神
社
が
行
な
っ
て
お
り
、
事
件
は
神
社
と
原
告
と
の
私
法
上
の
関
係
で
あ
る
。
信
教
の
自
由
の
保
障
は
、
異
な
っ
た
傍
仰
を
も
っ

者
の
行
為
に
対
し
て
は
、
信
教
の
自
由
を
妨
害
し
な
い
限
り
は
寛
容
で
あ
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
か
ら
、
宗
教
上
の
感
情
を
被
侵
害
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利
益
と
し
て
法
的
救
済
安
認
め
る
と
、
か
え
っ
て
相
手
方
の
信
教
の
自
由
を
妨
げ
る
。
従
っ
て
、
「
静
議
な
宗
教
的
環
境
の
下
で
信
仰

生
活
を
送
る
べ
き
利
益
な
る
も
の
は
、
こ
れ
を
直
ち
に
法
的
利
益
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
可
③
護
関

神
社
に
よ
る
合
抱
は
信
教
の
自
由
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
お
り
、
原
告
は
強
制
や
不
利
援
を
受
け
て
い
な
い
か
ら
、
法
的
利
援
は
侵
害

さ
れ
て
い
な
い
。

(3) 

こ
れ
以
降
、
宗
教
的
人
格
権
を
認
め
た
判
決
は
な
い
。
靖
賠
神
社
公
式
参
拝
、
即
位
の
礼
や
大
嘗
祭
の
違
憲
性
が
争
わ
れ
た
訴
訟

で
も
、
原
告
が
、
開
等
の
宗
教
的
行
為
に
よ
っ
て
特
定
宗
教
の
教
義
等
を
押
し
付
け
ら
れ
、
宗
教
的
人
格
(
ま
た
は
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
i
)

権
を
侵
害
さ
れ
た
と
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
判
決
は
、
宗
教
的
人
務
権
は
実
定
法
上
の
根
拠
を
有
し
て
お
ら
ず
、
偶
別
的
・
主
観
的
・

抽
象
的
で
明
確
性
を
欠
く
宗
教
上
の
感
情
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
国
家
賠
護
法
等
の
保
護
に
値
す
る
法
的
利
益
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
原
告

の
主
張
す
る
精
神
的
苦
痛
は
、
自
ら
の
憲
法
解
釈
に
反
す
る
闘
の
行
為
に
対
す
る
不
快
感
、
焦
燥
感
な
い
し
積
り
、
あ
る
い
は
閤
家
神

-186-

道
の
復
活
に
対
す
る
危
恨
の
念
等
の
感
情
に
鳴
き
な
い
と
し
て
い
る
。

判
例
の
背
景
に
は
、
次
の
よ
う
な
認
識
が
あ
る
。
ま
ず
、

A
W
信
教
の
自
由
は
、
信
仰
の
強
制
や
、
宗
教
を
理
由
と
す
る
不
利
綾
取
扱

〈

4
)

い
が
な
け
れ
ば
侵
害
さ
れ
た
と
は
替
え
な
い
こ
と
。
そ
し
て
、
命
説
教
分
離
原
財
は
、
い
わ
ゆ
る
制
度
的
保
障
規
定
で
あ
る
か
ら
、

〈

5
)

信
教
の
自
由
等
の
私
人
の
法
的
利
益
を
直
接
保
障
す
る
も
の
で
は
な
く
、
分
離
原
則
闘
に
反
す
る
閣
の
行
為
は
、
私
人
と
の
関
係
で
は

当
然
に
は
違
法
と
評
価
さ
れ
な
い
と
い
う
、
い
ず
れ
も
従
来
の
通
説
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
自
衛
官
合
記
事
件
に
お
け
る
被
侵
害
利
援
を
、
儒
教
の
自
由
の
保
障
内
容
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
解
す
る

余
地
が
あ
る
と
仇
総
ゃ
、
政
教
分
離
原
尉
は
、
信
教
の
自
由
に
対
す
る
間
接
的
な
庄
追
を
も
排
除
す
る
も
の
で
あ
り
、
袋
詰
自
由

〈

7
)

の
一
内
容
で
あ
る
と
捉
え
る
説
に
よ
れ
ば
、
分
離
原
則
則
違
反
の
行
為
は
直
ち
に
信
教
の
自
由
の
侵
害
と
し
て
、
国
家
賠
償
法
に
よ
っ

て
関
等
に
損
害
賠
慣
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
諸
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
当
時
は
、
十
分
に
接
関
さ
れ
て
い
た



説
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
宗
教
的
人
格
権
は
事
実
上
、
錆
教
の
自
由
の
様
完
物
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
幸
議
の
科
学
」
事
件
が
起
こ
る
ま
で
、
も
っ
ぱ
ら
国
家
と
私
人
の
関
で
の
紛
争
に
お
い
て
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。(8
)
 

学
説
に
は
宗
教
的
人
格
権
を
認
め
る
も
の
が
多
い
が
、
ぞ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
合
憲
法
ニ

O
条
一
項
に
求
め
る
説
が
あ

る
。
自
衛
官
合
詑
事
件
地
裁
判
決
は
こ
の
立
場
で
あ
る
。
し
か
し
、
信
教
の
自
由
の
侵
婆
に
は
強
制
ま
た
は
不
利
益
取
扱
い
が
必
要
で

(
9
}
 

あ
る
と
し
な
が
ら
、
宗
教
的
人
格
権
の
侵
饗
に
は
強
制
等
が
必
要
で
は
な
い
と
説
明
寸
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
次
に
、

争
政
教
分
離
原
剥
(
主
と
し
て
二

O
条
一
二
項
)
か
ら
導
く
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
宗
教
的
人
格
権
の
私
法
的
側
面
を
説

E自の宗教的行為によるもま綬筈利益-r宗教的人洛機JIJ)周辺{山口)

明
で
き
な
い
と
い
う
難
点
、
が
生
じ
る
。
政
教
分
離
原
則
は
、
も
っ
ぱ
ら
民
家
機
関
を
拘
束
す
る
競
純
で
あ
り
、
私
人
間
に
は
適
用
さ
れ

(mw) 

な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
こ
れ
ら
の
闇
難
を
避
け
る
た
め
に
、
③
憲
法
二
二
条
か
ら
導
か
れ
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ

i
擦
を
根
拠

〈
円
以
)

と
す
る
説
が
現
わ
れ
る
。
ブ
ラ
イ
ヴ
ア
シ
!
権
を
根
拠
と
す
る
場
合
に
は
、
特
に
憲
法
上
の
根
拠
を
求
め
ず
、
議
に
私
法
上
の
権
利

(
日
比
)

と
解
し
て
も
良
い
こ
と
に
な
る
。
宗
教
的
人
格
権
の
侵
答
は
不
法
行
為
と
し
て
構
成
さ
れ
、
ぞ
れ
は
間
家
賠
償
法
に
よ
っ
て
も
救
済
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し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
自
衛
官
合
記
事
件
最
高
裁
判
決
で
限
定
的
に
宗
教
的
人
格
権
令
認
め
た
坂
上
裁
判
官
の
意
見
や
、
人
格
権
と
し

て
認
め
る
ほ
ど
の
強
疫
の
利
援
で
は
な
い
が
、
不
法
行
為
法
上
の
保
識
を
受
け
る
利
益
で
あ
る
と
し
た
伊
藤
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
、

〕
の
立
場
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。

自
衛
官
会
杷
事
件
地
裁
判
決
は
、
宗
教
的
人
格
権
の
内
窓
を
、
近
親
者
の
死
に
つ
い
て
静
議
な
宗
教
的
環
境
の
も
と
で
信
仰
生
活
を

送
る
べ
き
法
的
利
議
と
捉
え
た
。
し
か
し
、
最
高
裁
判
決
の
法
話
意
見
は
、
こ
れ
を
広
く
億
開
生
活
の
静
溢
で
あ
る
と
見
て
、
法
的
保

議
を
全
面
的
に
拒
ん
だ
。
こ
れ
に
対
し
て
坂
上
意
見
は
、
近
親
者
の
追
慕
・
慰
霊
に
つ
い
て
人
格
権
を
認
め
る
と
い
う
、
地
裁
判
決
と

間
様
の
見
解
を
採
る
。
た
だ
し
、
遺
族
問
の
対
立
が
あ
れ
ば
、
誰
の
主
張
も
優
先
さ
せ
ら
れ
な
い
と
の
限
界
が
あ
る
。
伊
藤
反
対
意
見

は
、
宗
教
上
の
領
域
に
お
け
る
、
「
他
者
か
ら
告
己
の
欲
し
な
い
刺
激
に
よ
っ
て
心
を
乱
さ
れ
な
い
利
益
、
い
わ
ば
心
の
静
擦
の
利
益
」
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に
つ
い
て
法
的
保
護
を
認
め
て
い
る
。
法
廷
意
見
は
、
内
容
が
ム
広
範
に
過
ぎ
る
た
め
に
法
的
救
済
を
認
め
ら
れ
な
い
と
の
含
み
を
持
つ

が
、
伊
藤
反
対
意
見
は
、
同
様
の
広
い
内
容
に
つ
い
て
救
済
の
可
能
性
を
認
め
る
の
で
あ
る
。

同
事
件
以
後
の
訴
訟
で
主
揺
さ
れ
た
宗
教
的
人
格
権
の
内
容
は
、
「
特
定
の
宗
教
の
教
義
、
信
仰
、
宗
教
儀
式
等
を
押
し
付
け
ら
れ

な
い
自
由
」
、
あ
る
い
は
「
毘
家
や
他
人
か
ら
宗
教
的
意
味
づ
け
を
さ
れ
な
い
自
由
ゃ
、
宗
教
事
項
に
関
し
て
干
渉
さ
れ
な
い
自
由
」

(
お
)

の
よ
う
に
、
か
な
り
広
範
で
あ
る
。
こ
れ
を
肯
定
・
ず
る
説
は
多
い
が
、
広
範
過
ぎ
る
と
し
て
、
第
一
審
判
決
や
坂
上
意
見
の
よ
う
に

〈

M
H
)

限
定
的
に
解
す
べ
き
で
あ
る
と
の
説
も
あ
る
。

(1)

山
口
地
裁
‘
昭
和
五
回
〈
一
九
七
九
)
年
三
月
二
二
日
終
決
(
判
門
時
九
一
二
号
間
関
真
)
。
広
議
高
裁
・
昭
和
五
七
三
九
人
…
二
年
六
月

一
O
回
大
号
一
一
一
策
)
は
、
宗
教
釣
人
絡
協
惜
に
附
関
し
て
は
議
裁
判
決
を
そ
の
ま
ま
支
持
し
た
。

(2)

緩
結
晶
拡
大
波
廷
'
協
和
六
一
二
(
一
九
八
人
)
年
六
月
一
日
制
判
決
{
良
品
購
開
閉
二
場
近
号
二
七
七
一
員
)
。

(3)

端
哨
附
閉
神
社
公
式
参
拝
に
つ
い
て
は
、
舎
大
阪
訴
訟
行
大
阪
総
裁
・
平
成
党
三
九
八
九
〉
年
一
一
月
九
日
制
判
決
(
利
時
二
一
一
一
二
六
号
m
側
近
頁
)
、
大
阪
高
裁

平
成
問
問
(
一
九
九
二
)
年
七
月
一
ニ
O
B判
決
(
利
時
吋
一
間
一
一
一
関
口
守
二
一
八
一
災
)
、
@
縁
側
訴
訟
H
U

海
側
地
裁
・
平
成
元
(
一
九
八
九
)
奪
三
一
月
一
一
刻
臼
判
決
(
創
刊

時
一
一
二
三
六
回
す
人
一
一
災
)
、
議
開
川
高
裁
・
平
成
間
四
二
九
九
二
)
経
由
一
一
月
一
一
八
日
判
決
〈
判
時
一
一
則
二
六
号
八
五
一
災
)
、
③
縮
努
訴
訟
un
神
一
戸
地
畿
銀
融
問
支
出
掛
・
平

成
一
一
二
九
九
O
}
者
千
三
月
二
九
日
判
決
、
大
信
組
潟
数
'
m
T
成
五
二
九
九
一
二
}
年
一
二
月
一
八
日
制
判
決
(
利
降
一
関
五
七
号
九
人
質
)
。
郎
伎
の
礼
・
大
嘗
祭
に

つ
い
て
は
、
大
阪
池
裁
-
w
T
成
開
問
(
一
九
九
二
〉
年
一
一
月
一
一
四
門
口
判
決
(
判
タ
八
一
一
一
号
五
六
頁
て
大
阪
瀦
裁
・
平
成
七
(
一
九
九
五
〉
年
一
一
一
月
九
臼
判
決

(
行
裁
桔
構
図
ん
ハ
巻
二
-
一
ニ
号
ニ
五

O
頁)。

(
4〉
法
学
儀
会
編
『
註
解
日
本
濁
憲
法
上
巻
』
刻
一

O
!
一
一
一
一
興
(
有
髪
畑
一
一
九
五
一
一
一
て
官
問
機
鐙
一
「
政
教
分
離
の
康
郎
」
典
準
康
弘
田
珊
叫
文
献
選
集
日
本
間
割

憲
法
5

自
由
権
』
七
O
一
員
(
三
被
笈
-
一
九
七
七
)
皆
帯
。

{

5

)

m
如
上
機
治
「
控
訴
教
に
関
す
る
憲
法
上
の
同
期
的
」
清
宮
・
佐
藤
総
『
憲
法
議
感
2
』

問
一
策
(
有
斐
閣
・
一
九
七
二
等
。

g
判
決
〈
判
判
臨
時

。600
 

三
五
一
良
(
有
婆
廻
・
一
九
ふ
っ
こ
)
、
宮
沢
俊
義
司
書
思
法
{
新
総
}
』
二

C
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(6)

芦
曲
部
結
問
骨
骨
「
自
衛
官
合
犯
と
政
教
分
離
原
則
い
法
学
教
釜
一
九
八
八
年
九
月
号
一
一
一
一
策
。

〈
?
)
機
mm耕
一
二
信
教
の
自
由
」
と
『
波
数
分
離
惟
燃
側
」
」
削
刊
タ
三
八
五
号
八
一
賞
、
浦
締
法
繕
吋
淡
教
分
離
概
規
定
の
性
絡
」
吋
薦
綱
吉
然
記
念
渓
代
愈
法
の
綿
抑
制
個
」

六
大
賞
〈
専
修
大
学
山
山
鯨
絡
・
一
九
九
ニ
コ
ま
た
、
制
度
約
保
障
輔
副
に
立
ち
な
が
ら
も
、
機
底
油
間
行
吋
人
権
維
湘
の
幅
制
緩
成
」
一
二
一
一
二
頁
(
後
山
社
・
}
九
九
二
)

は
、
事
官
紛
紛
副
需
を
渡
的
聞
に
、
縫
教
の
-
問
自
は
「
欄
間
接
的
調
関
境
問
か
ら
も
守
ら
れ
る
べ
き
マ
あ
る
い
と
す
る
。

〈8
)

郁
関
本
信
炎
{
出
品
衛
官
合
流
途
端
都
判
決
と
そ
の
論
理
」
ジ
3

H
ソ
ス
ト
六
九
二
努
九
九
頁
(
一
九
七
九
)
、
小
林
産
樹
「

8
衛
窓
会
記
録
後
鍛
高
裁
判
決
の
検
討
」

法
律
腕
吋
鎌
一
九
八
八
年
九
月
号
蕊
大
i
五
七
賞
、
築
城
養
失
・
協
和
六
一
ニ
年
度
議
制
常
利
例
解
説
二
一
一
一
一
災
(
…
九
八
九
)
。

(
Q
U
)

横
田
手
前
掲
法
的
七
人
質
、
阪
本
諮
問
成
叫
憲
法
国
税
総
E
」
一
一
一
一
一
九
百
周
〈
成
文
笈
形
一
九
九
一
ニ
)
。

(
M
W
)

一
戸
波
江
一
一
「
』
担
問
教
の
自
腐
と
『
宗
教
的
人
絡
協
慨
」
」
法
措
揮
の
ひ
ろ
ば
回
一
巻
九
号
一
一
刊
行
八
頁
(
一
九
八
八
万

〈け
μ
)

平
野
武
「
公
式
参
拝
と
信
教
の
自
由
い
ジ
ユ
ワ
ス
ト
八
阪
入
号
五
人
1
五
九
策
(
一
九
八
五
、
積
田
耕
一
「
『
笈
後
」
な
き
弘
法
試
の
吋
幽
見
市
之
跡
調
」
法
学
セ

ミ
ナ
!
一
九
八
八
年
八
月
管
ニ

0
1
一
一
一
夜
、
戸
波
}
礼
二
「
粗
削
教
の
鼠
山
聞
と
宗
教
的
人
絡
協
柵
」
法
学
々
ミ
ナ
i
一
九
九
州
制
和
十
人
月
号
七
人
一
然
。

(
門
品
〉
事
丹
鎌
崎
陣
「
宗
教
の
自
盈
と
私
法
上
の
人
格
機
い
ジ
A

リ
ス
ト
丸
一
六
号
m
問
。
頁
三
九
八
人
)ο

(
日
)
熊
本
・
前
議
注
側
、
横
田
裕
品
別
掲
校
側
、
斉
綾
・
前
四
開
校
総
等
。

〈
は
〉
箆
齢
制
英
一
吋
自
衛
官
A
M
M

認
訴
絞
め
民
法
上
の
諸
問
題
」
法
学
教
室

九
八
八
年
九
月
号

)¥ 

九
頁
。

ア
メ
リ
カ

。

(1)

九
六
八
年
の
吉
宗
仲

4

・。o
y
s判
決
で
、
連
邦
最
高
裁
は
、
連
邦
議
会
に
よ
る
公
金
の
支
出
が
伴
っ
た
同
教
樹
立
禁
止
条
項
逮

反
行
為
が
関
わ
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
連
邦
納
税
者
が
原
告
適
格
を
有
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
そ
れ
で
は
、
公
金
の
支
出
が
伴
わ

な
い
行
為
の
場
合
に
は
、
連
邦
裁
判
所
は
、
原
告
適
格
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、

ブ
ラ
ス
ト
判
決
以
前
の
連
邦
最
高
裁
の
判
創
刊
を
振
り
返
る
と
、
連
邦
で
は
な
く
、
倒
や
自
治
体
の
行
為
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
こ
で
は
原
告
適
格
に
つ
い
て
き
し
た
る
検
討
を
加
え
ず
に
、
本
案
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
倒
え
ば
、
希
望

-189-
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す
る
子
供
に
対
し
て
公
立
学
校
の
授
業
時
間
中
に
宗
教
教
育
を
受
け
さ
せ
る
制
度
が
問
題
と
な
っ
た
、

2
)

〈

3
)

∞O
鈴
え
え
関
門
吉
宗
門
ル
ハ
}
ロ
判
決
や
、
一
九
五
二
年
の
N
o
g
n
Y
4・の
-
9
5
8判
決
は
、
特
別
な
公
金
の
支
出
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
九
四
八
年
の
冨
お
c
-
Z
5
4・

住
異
に
し
て
納
税
者
で
あ
り
、
子
供
の
親
で
あ
る
原
告
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と
の
主
張
に
つ
い
て
、
特
に
論
じ
る
こ
と
も
な
く
、

憲
法
判
断
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
公
立
学
校
で
の
聖
書
削
朗
読
が
問
題
と
な
っ
た
事
件
で
は
判
断
が
分
か
れ
た
。

九
五

の
む

0
2
5
g
4
・∞
O
釦
1

与
え
出
{
吉
宗
江

S
判
決
は
、
聖
欝
朗
読
が
強
制
さ
れ
て
お
ら
ず
、
原
告
の
子
供
が
卒
業
し
て
い
る
こ
と
を
課
告
に
生
徒
の
親
と
し
て

(
4
)
 

の
利
援
を
否
定
し
、
特
別
な
公
金
の
支
出
が
な
い
こ
と
そ
理
由
に
、
納
税
者
と
し
て
の
利
援
も
否
志
し
た
。

と
こ
ろ
が

九
ノ、

年
の
〉
ま
ロ
君
。
口
町
山
円
y
o
o
-
U
5
2
3
4・
mwnzg日}
M
M

判
決
は
、
原
告
適
携
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

4

'

a

M

M

、

…
1
Jノ

の

M
W吋

Hm冊
目

4
・
5
2
U判
決
が
存
在
す
る
。
非
宗
派
的
な
お
祈
り
に
つ
い
て
、
原
告
遜
格
安
論
じ
な
い
ま
ま
違
憲
判
断
そ
下
し
、
強
制
約
の

190-

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
特
定
の
宗
教
的
信
念
の
脊
後
に
政
府
の
権
力
や
財
政
的
支
援
が
あ
る
と
き
は
、
宗
教
的
少
数
者
に
対
す
る
間
接
的

〈

5
)

強
制
が
働
き
、
臨
教
樹
立
禁
止
条
項
の
侵
害
に
な
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
エ
ン
ゲ
ル
判
決
に
よ
っ
て
、
強
制
の
有
無
と
隣
教
樹
立

禁
止
条
議
違
反
の
問
題
が
開
明
確
に
切
り
離
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
シ
ェ
ン
プ
判
決
は
、
「
閏
教
樹
立
禁
止
条
項
の
下
で
は
、
・
:
原
告

適
格
の
要
件
は
、
宗
教
活
動
の
自
由
条
項
に
慨
す
る
も
の
と
は
異
な
り
、
特
定
の
宗
教
的
自
由
が
侵
議
さ
れ
た
と
の
立
証
を
含
ま
な
い
」

と
述
べ
、
原
告
が
問
問
題
の
行
為
に
よ
っ
て
「
寵
接
に
影
響
を
受
け
て
い
る
(
込
町
却
の
江
河
隣
町
内
S
Z仏
)
」
子
供
と
そ
の
親
で
あ
る
こ
と
を

〈

S
)

理
由
に
、
累
告
適
格
を
認
め
た
。
先
の
ド
リ
マ
ス
判
決
は
、
生
徒
の
卒
業
と
い
う
事
情
を
理
由
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。

最
初
に
触
れ
た
フ
ラ
ス
ト
判
決
で
は
、
納
税
者
が
争
っ
て
い
る
法
律
と
論
理
的
関
連
性
を
持
ち
、
連
邦
議
会
の
課
税
・
歳
出
権
限
へ

の
具
体
的
な
憲
法
上
の
縦
約
令
争
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
連
邦
に
つ
い
て
も
納
税
者
訴
訟
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
、
少
な
く
と
も
修
正
一
条
に
つ
い
て
は
、
懸
史
的
経
緯
か
ら
、
憲
法
一
条
八
節
が
定
め
る
連
邦
議
会
の
課
税
・
歳
出
条
項
に
対
す
る



(
7〉

観
約
と
し
て
働
い
て
い
る
と
認
め
た
。
こ
の
判
決
に
よ
っ
て
、
原
告
適
格
が
大
き
く
広
岬
り
ら
れ
、
間
教
樹
立
禁
止
条
演
に
関
す
る
事
件

の
ほ
と
ん
ど
(
宗
派
学
校
に
対
す
る
会
的
援
助
に
梼
わ
る
も
の
が
多
い
)
は
、
納
税
者
訴
訟
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

九
八
二
年
に
な
っ
て
、
原
告
適
格
を
制
限
的
に
解
す
る
判
決
が
現
れ
た
。
〈
弘
-
B
V
、

pv持
出
合
町
尚
宏
氏
自
の
丸
山
時
間
由

4

・

〉

H
H
H
3
3
5
c
aぢ
門
山
向
。
円
安
℃
同
雲
仙
O
ロ
え
の
ぎ
門
口
F
m
w
弘
治
冨
け
問
事
件
で
は
、
教
育

g
的
で
財
産
を
処
分
す
る
場
合
に
は
、
払
い

と
こ
ろ
が

下
げ
代
金
を
減
額
で
き
る
と
の
規
期
に
従
い
、
保
健
教
育
福
祉
省
(
当
時
〉
が
、
陸
怒
病
院
跡
地
の
一
部
を
宗
教
系
大
学
に
無
墳
で
払

い
下
げ
た
こ
と
が
問
題
に
な
っ
た
。
政
教
分
離
運
動
閲
体
等
が
、
保
健
教
育
福
祉
省
、
合
衆
国
と
大
学
に
対
し
て
、
譲
渡
の
無
効
確
認

E舗の宗教約行為による被侵害手IJ後-fi災教的人務権jの周辺(U.l口)

と
、
跡
地
の
ふ
口
衆
毘
へ
の
返
還
を
求
め
、
連
邦
控
訴
裁
は
、
原
告
が
現
実
ま
た
は
具
体
的
な
損
害
を
主
張
し
て
い
な
い
と
し
て
、
納
税

者
と
し
て
の
原
告
適
格
を
認
め
な
か
っ
た
が
、
問
問
教
樹
立
条
項
に
相
関
す
る
権
利
に
つ
い
て
事
実
上
の
損
害
を
申
し
立
て
て
い
る
と
し
て
、

〈

8〉

市
民
と
し
て
の
原
告
適
格
を
認
め
た
。
し
か
し
、
逮
邦
最
高
裁
は
控
訴
裁
判
決
を
破
棄
し
た
の
で
あ
る
。
判
決
は
、
原
告
が
、
連
邦
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議
会
の
行
為
で
は
な
く
、
保
健
教
育
福
祉
審
の
決
定
を
争
っ
て
お
り
、
従
っ
て
課
税
歳
出
権
限
で
は
な
く
、
憲
法
四
条
一
ニ
欝
…
…
項
の
財

産
処
分
条
項
を
問
題
に
し
て
い
る
と
の
理
由
か
ら
、
納
税
者
と
し
て
の
原
告
漉
格
を
若
荒
し
た
。
さ
ら
に
、
間
関
教
樹
立
禁
止
条
項
逮

反
は
権
科
の
俊
窓
口
で
は
な
い
か
ら
、
納
税
者
と
し
て
の
原
告
適
格
を
主
強
で
き
な
い
場
合
に
は
、
原
告
は
何
ら
か
の
損
害
が
あ
る
こ
と

を
主
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
上
で
、
原
告
が
「
陪
意
し
な
い
行
為
を
関
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
で
あ
ろ
う
心
理
的
髭

〈ぬ〉

響
」
は
、
原
告
適
格
を
認
め
る
の
に
十
分
な
損
害
に
は
当
た
ら
な
い
と
述
べ
た
の
マ
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
公
立
学
校
で
の
宗
教
活
動
が
生
徒
に
与
え
た
影
響
は
、
畿
な
る
「
心
理
一
的
影
響
」
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生

じ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
脚
注
で
、
シ
エ
ン
プ
事
件
の
嵐
広
口
は
、
「
感
受
性
の
強
い
P
M
M
M

宵

Bass-母
〉
生
徒
が
不
本
意
な
宗
教
活

動
に
壊
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
特
到
な
負
担
を
強
い
ら
れ
た
」
か
ら
、
原
告
適
格
令
持
つ
の
だ
と
し
て
判
例
を
区
別
し

(日〉

て
い
る
。
こ
こ
で
、
「
生
徒
(
子
供
〉
の
惑
受
性
の
強
さ
い
と
い
う
要
素
を
重
視
す
れ
ば
、
納
説
者
以
外
の
地
位
に
よ
る
原
告
適
格
は
、
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主
と
し
て
公
立
学
校
関
係
訴
訟
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
「
不
本
意
な
宗
教
活
動
に
服
す
る
い
と
か
、
「
特
別
な
魚
姐
を
強
い

ら
れ
る
」
と
い
っ
た
要
素
に
重
点
を
謹
け
ば
、
原
告
適
格
が
拡
大
す
る
可
能
性
が
関
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
そ
の

後
の
逮
邦
下
級
審
判
決
は
、
後
者
の
す
一
場
を
採
っ
た
の
で
あ
る
。

(は〉

逢
邦
の
下
級
裁
判
所
は
、
ヴ
ア
リ

i
・
フ
ォ
ー
ジ
ュ
判
決
に
ど
う
対
悲
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
最
高
裁
判
決
に
従
っ
て
原
告
適
格
を
否
定
し
た
も
の
が
あ
る
。
僻
え
ば
、
無
神
論
者
に
公
務
就
任
権
等
を
吾
定
す
る
ア

i
カ

〈日〉

ン
ソ

i
州
憲
法
が
争
わ
れ
た
事
件
で
は
、
無
神
論
者
に
対
す
る
心
理
的
悪
影
響
は
、
事
実
上
の
損
筈
に
当
た
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

ム
日
衆
閉
閣
が
ヴ
ア
テ
イ
カ
ン
市
聞
と
正
式
に
外
交
関
係
を
樹
立
す
る
こ
と
の
護
憲
性
が
争
わ
れ
た
事
件
で
も
、
保
護
す
る
に
足
る
利
益
が

ヘ

d
q〆

な
い
と
さ
れ
た
。
地
域
全
体
が
麻
薬
の
婆
廷
と
対
決
す
る
決
意
を
一
不
寸
た
め
に
、
祈
り
や
娯
懇
の
日
を
設
け
る
と
す
る
市
議
会
決
議

が
争
わ
れ
た
事
件
で
も
、
お
祈
り
等
の
た
め
に
指
定
さ
れ
た
日
は
夏
休
み
中
で
、
原
告
の
子
供
が
お
祈
り
に
さ
ら
さ
れ
る
生
険
は
無
認

〈
日
)

し
得
る
と
し
て
、
原
告
適
格
を
沼
山
た
し
て
い
る
。
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一
九
八
五
年
の

p
g
n
r

次
に
、
地
域
忠
治
体
の
後
援
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
宗
教
的
展
示
等
に
つ
い
て
は
、
連
邦
最
高
裁
も
、

(

時

)

(

げ

)

4・
む

0
2丸
山
司
、
九
八
九
年
の
の
O
喜
々
え
と
日
芸

Z
3
4
'
〉
の
「
口
判
決
で
、
原
告
適
格
を
諒
じ
な
い
ま
ま
本
案
に
つ
い
て
判
欝

し
て
お
り
、
下
級
審
で
も
開
様
の
傾
向
が
窺
わ
れ
る
。
わ
ず
か
で
も
自
治
体
の
支
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
納
税
務
訴
訟
に
よ
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
支
出
が
な
い
場
合
で
も
、
本
案
務
理
に
入
る
こ
と
が
あ
る
。
市
庁
舎
前
の
広
場
や
公
園
と
い
っ
た
公
有
地
に
キ
リ
ス
ト

生
誕
群
像
〈
の
吋
叩
n
y
昂
)
や
、
正
統
派
ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
祭
で
用
い
る
燭
台
〈

8
2
0
2さ
の
設
罷
許
可
安
行
っ
た
こ
と
が
争
わ
れ
た
い
く

つ
か
の
判
決
は
、
原
告
が
、
券
信
者
と
し
て
展
示
を
昆
た
こ
と
で
心
を
乱
さ
れ
、
劣
等
感
を
持
っ
た
な
ど
と
い
う
主
張
を
記
し
て
い
る

(

印

日

)

が
、
原
告
適
格
に
つ
い
て
論
じ
て
は
い
な
い
。

そ
し
て
、
原
告
適
格
の
存
習
を
疋
菌
か
ら
論
じ
た
上
で
、
原
告
に
何
ら
か
の
事
実
上
の
損
世
帯

(
E
Y
3
貯
世
口
ヰ
が
生
じ
て
い
る



の
が
あ
る
。
す
で
に
ヴ
ァ
リ
i
a
フ
ォ
ー
ジ
ュ
判
決
が
先
制
問
と
し
て
存
在
し
て

い
る
の
で
、
下
級
審
判
決
は
、
間
判
決
に
必
ず
触
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
様
々
な
方
法
で
豆
郡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
判
決
の
射
程
か

ら
逃
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
判
断
の
前
提
と
し
て
頻
繁
に
援
用
さ
れ
た
の
が
、
先
に
触
れ
た
ヴ
ァ
リ
i
-
フ
ォ
ー
ジ
ユ
判
決
の
榔
法
と
、

(

刊

日

}

〈

初

〉

事
件
の
原
告
適
格
に
関
す
る
最
高
裁
判
例
で
あ
っ
た
。
持
政
手
続
法
…

0
条
は
、
行
政
機
簡
の
行
為
に
よ
っ
て

つ

原
告
適
格
を
与
え
て
い
る
が
、

九
七

〈

U
M
G

ゲ
吋
・
ぽ
0
1
0悶

で
は
、
森
林
公
闘
の
開
発
計
一
慨
が
争
わ
れ
、
禁
観

E震の宗教虫色行為による事実後祭料主義-宗教室守人格権jの主義::IHI.U口)

や
環
境
の
破
壊
、

つ
い
て
の
不
使
等
は
燦
告
漉
格
の
要
件
で
あ
る
事
実
上
の
損
害
に
当
た
る
が
、
環
境
保
護
団
体

っ
て
い
な
い
と
制
判
断
さ
れ
た
σ

し
か
し
、
環
境
破
壊
等
の
非
経
済
的
利
益
の
侵
害
が
、
原
告
適
格

(
幻
)

の
要
件
に
な
る
事
実
上
の
操
答
と
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
翌
年
の
C
呂
志
品
安
三
2
〈
・
∞
(
〕
相
同
〉
同
〉
判
決
は
、
鉄
道
料
金
の
値

上
げ
に
よ
っ
て
公
罰
の
ご
み

E
収
が
減
り
、
資
源
の
産
費
が
増
し
て
環
境
破
壊
に
つ
な
が
る
と
い
う
、
原
告
の
「
風
が
吹
け
ば
橋
爆
が

儲
か
る
」
式
の
主
張
に
よ
っ
て
、
環
境
影
響
評
価
を
せ
ず
に
行
つ

こ
れ
ら
の
判
例
を
援
用
し

、
大
き
く
分
け
て

つ
の
種
類
が
あ
る
。
宗
教
的

行
為
の
た
め
に
公
共
施
設
を
科
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
、
行
動
の
変
更
令
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
、
不
快
な
宗
教
的
表
現
に
接
す
る
こ

と
、
で
あ
る
。

第

に
、
開
発
行
為
等
に
よ
っ
て
景
観
や
環
境
に
演
す
る
副
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
が
非
経
済
的
損
害
に
当
た
る
の
と
持
様
に
、
宗

教
的
行
為
を
目
に
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
公
共
施
設
を
創
刊
毘
で
き
な
く
な
る
(
三
宮
守
何
百
室
付
え

g叩
)
こ
と
も
、
非
経
済
的

損
害
と
し
て
認
め
る
と
い
う
発
想
が
現
わ
れ
る
。

、
ヴ
ァ
リ

i
・
フ
ォ
ー
ジ
ュ
判
決
の
翌
年
、
〉
口
一
r
d
4
・
河
内

wgn

山
口
戸
判
決
が
初
め
て
こ
の

凸
叩
区
間
げ
向
。
州

193 
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立
場
を
示
し
た
。
撃
の
商
工
会
議
所
が
併
の
了
解
を
得
て
、
州
立
公
閣
内
の
出
に
照
明
付
き
の
十
字
架
を
立
て
た
こ
と
に
対
し
て
義
止

命
令
が
求
め
ら
れ
た
。
判
決
は
、
原
告
の
う
ち
、
公
蹴
関
内
の
キ
ャ
ン
プ
科
病
者
は
、
十
字
架
が
あ
る
た
め
に
キ
ャ
ン
プ
の
利
用
を
避
け

ジ
ユ
判
決
に
昔
、
っ

人
は
、
夏
に
利
用
す
る
小
屋
か
ら
十
字
架
が
見
え
る
こ
と
を
指
摘
関
し
て
、
ヴ
ァ
リ
i
-
フ
ォ
!

る
心
理
的
反
誌
と
は
異
な
る
、
儲
別
化
さ
れ
た
損
害
を
一
説
明
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
原
告
連
格
を
認
め

な
け
れ
ぜ
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
、

こ
の
判
決
は
以
後
、
頻
繁
に
援
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
市
の
空
港
管
織
局
が
、
空
港
の
一
磁
を
カ
ト
リ
ッ
ク
教
誌
に
礼
拝
堂
と
し
て

貸
し
て
い
た
こ
と
に
差
止
命
令
が
求
め
ら
れ
た
事
件
で
は
、
原
告
は
定
期
的
に
空
港
を
科
窮
し
て
お
り
、
違
う
コ
ン
コ
ー
ス
や
階
段
を

〈

引

品

)

使
っ
て
礼
拝
堂
の
一
一
幽
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
空
港
利
用
権
に
対
す
る
俊
惑
が
あ
る
と
し
て
、
原
告
適
格
を
認
め
て
い
る
。

第
一
一
に
、
宗
教
的
行
為
の
た
め
に
会
共
施
設
の
利
用
が
妨
げ
ら
れ
る
の
と
同
様
に
、
原
告
が
不
快
に
さ
せ
ら
れ
、
一
行
動
を
変
え
が
る

会
得
な
く
な
る
状
況
が
生
じ
た
と
主
張
し
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
原
告
適
格
を
認
め
る
と
い
う
手
法
が
導
か
れ
る
。
滋
告
が
行
動
を
変
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え
る
こ
と
は
、
ヴ
ァ
リ
1
・
フ
ォ
ー
ジ
ユ
判
決
が
、
シ
エ
ン
プ
判
決
に
務
し
て
述
べ
た
、
「
特
別
仰
の
負
担
を
〔
原
告
に
〕
強
い
る
」
と

の
評
缶
を
も
媛
用
で
き
る
。

こ
の
手
法
を
採
る
判
鰐
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
と
、
ま
ず
、
消
妨
威
嚇
淳
一
上
の
ア
ン
テ
ナ
に
金
属
製
の
十
字
架
を
傷
付
に
よ
っ
て
取
り
付

け
た
行
為
に
仮
差
止
命
令
を
出
し
た
〉
(
U
F
C
タ

。同
2
・
2
伝
ユ
時
日
判
決
が
あ
る
。
原
告
が
十
字
架
を
避
け
る
た
め
に
普
段
使
つ

(
お
)

て
い
た
避
を
変
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、
公
の
通
行
権
を
臨
答
さ
れ
た
と
述
べ
て
原
告
適
絡
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
判
決
も
、
し

(
お
)

問
題
に
な
っ
た
事
件
が
あ
る
。
ま
た
、

ば
し
ば
援
窮
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
例
と
し
て
、
市
の
給
水
塔
に
寄
贈
さ
れ
た

出向
W
3
2
4
・
2
4
0均
一
以
内
滋
判
決
は
、
市
の
絞
殺
に
十
字
架
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
罷
進
・

で
あ
る
と
し
て

違
憲
と
判
判
断
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
原
告
が
、

の
付
い
た
ご
み
収
集
袋
を
使
わ
さ
せ
ら
れ
た
り
、
市
の
車
問
、
職
員
の
袖
章
等

が
目
に
触
れ
る
の
を
避
け
よ
う
と
し
た
た
め
に
損
害
を
被
っ
た
と
主
張
し
た
。
法
総
意
見
は
、
原
告
の
行
動
は
、
違
憲
の
行
為
に
対
す



(
幻
)

る
足
感
と
は
異
な
る
真
の
苦
痛
の
存
夜
を
確
証
す
る
と
認
め
た
が
、
反
対
意
見
は
、
こ
れ
を
簡
単
に
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
さ
さ
い

(

明

ぬ

)

な
不
穫
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
。
市
の
紋
叢
に
つ
い
て
は
、
窓
口
問
〈
・

。同
V
m
w

富由民
mw

判
決
も
あ
り
、
そ
こ
明
、
は
十
字
架
を

(
初
)

尽
に
触
れ
さ
せ
な
い
た
め
に
、
顧
客
を
自
宅
に
招
く
こ
と
が
妨
げ
ら
れ
た
と
い
う
原
告
の
主
張
に
原
告
逮
格
を
認
め
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
司
君
号
浅
町

d
g
g
M
N色
狂
言
司

cg含付
s
p
u
n
-
4・
虫
色
W
也
事
件
で
は
、
市
の
公
園
に
建
て
ら
れ
た
、
私
的

に
寄
贈
さ
れ
た
十
戒
の
一
節
そ
刻
ん
だ
記
念
碑
の
撤
去
が
求
め
ら
れ
た
が
、
原
告
が
行
動
を
変
え
た
こ
と
が
立
註
さ
れ
て
い
な
い
と
し

円ぬ〉

て
、
ヴ
ア
ワ
1
・
フ
ォ
!
ジ
ユ
判
決
に
基
づ
い
て
原
告
適
格
を
否
定
し
た
。

ま患の宗教約行為による機後答利主義 r宗教的人事各織jの感辺(UJ口)

第
一
二
に
、
ヴ
ァ
リ
i
-
フ
ォ

i
ジ
ユ
判
決
郷
注
に
お
け
る
、
シ
エ
ン
プ
判
決
の
も
う
一
つ
の
評
価
で
あ
る
、
「
不
本
意
な
宗
教
活
動

に
服
す
る
い
こ
と
を
重
援
す
れ
ば
、
行
動
を
変
え
な
く
て
も
、
不
快
な
す
ほ

S
2
2
)
宗
教
的
表
現
を
闘
に
し
た
と
の
主
張
だ
け
で

原
告
適
格
安
諒
め
る
手
法
が
現
れ
る
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例
え
ば
、
〉
の
r
C
4
・
玄
訪
問
紫
色
合
戸
山
〉
・
判
決
は
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ

i
州
の
高
層
庁
舎
の
側
面
に
十
字
架
の
形
に
頴
明
を
浮

ム
グ
ば
せ
た
こ
と
を
差
し
止
め
て
い
る
が
、
繁
華
街
や
南
北
幹
線
道
蕗
か
ら
照
明
が
見
え
る
こ
と
で
生
活
に
影
響
が
及
ぶ
と
の
主
張
に
つ

(幻〉

い
て
、
争
訟
と
直
接
か
っ
個
人
的
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
と
認
め
た
。
市
の
紋
章
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
の
判
決
が
あ
る
。
∞
と
患
い
ロ

〈
-
口
々
。
同
誌
巴
包
奪
三
日
同
信
事
件
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
〈
の
可
抗

5
3
3ふ
の
文
字
を
含
ん
で
い
る
市
の
紋
索
の
使
用
品
波
止
が
求
め

ら
れ
た
。
判
決
は
紋
章
入
り
の
便
築
に
よ
る
連
絡
を
受
け
た
り
、
紋
療
の
浮
出
し
印
が
押
さ
れ
た
告
示
を
受
け
取
る
こ
と
で
直
接
に
侮

(

明

記

〉

〈

刊

州

)

辱
さ
れ
て
い
る
と
し
て
原
告
適
格
を
認
め
た
。
同
様
の
倒
に
、
記
号
吋
ミ
タ
ロ
ミ
え
〉
広
三
役
判
決
が
あ
る
。
ま
た
、
明

dozgh凶m
H
d
吋

4

・
2
々
え
皆
・

c
g義
母
事
件
で
は
、
市
が
、
モ
ル
モ
ン
教
会
を
撒
い
た
ロ
ゴ
を
庁
舎
ロ
ピ

i
に
麗
示
す
る
等
の
行
為
が
問
題
と
な
っ

た
。
判
決
は
、
「
第
七
控
訴
裁
は
、
係
告
が
、
自
治
体
の
行
為
が
原
告
を
不
快
に
さ
せ
て
お
り
、
行
為
の
結
果
と
し
て
京
告
が
行
動
を

変
え
た
こ
と
を
主
張
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
:
こ
れ
に
対
し
て
、
第
六
友
、
び
第

一
控
訴
裁
は
、
不
換
な
行
為
と
直
接
・
憾
人
的
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に
接
し
て
い
る
と
の
主
張
の
み
に
基
づ
い
て
原
告
適
格
を
認
め
て
い
る
」
と
述
べ
、
各
控
訴
裁
判
決
が
原
告
適
格
に
つ
い
て
異
な
っ
た

(
滋
)

解
釈
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
後
者
を
選
択
す
る
立
場
を
明
確
に
し
て
い
る
。
第
七
控
訴
裁
の
解
釈
と
は
、
前
述
の

(
白
山
)

第
…
一
の
手
法
で
あ
り
、
第
六
及
、
び
第
一
一
一
控
訴
裁
の
解
釈
ど
は
、
第
一
及
び
第
一
一
一
の
手
法
を
指
し
て
い
る
。

〈
お
)

こ
の
他
に
、
都
の
裁
判
所
に
お
け
る
十
戒
を
記
し
た
パ
ネ
ル
の
思
決
示
差
止
を
命
じ
た
判
決
や
、
寄
贈
さ
れ
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

、
7〆
「中。~

の
山
内
像
画
を
掲
↓
不
し
て
い
た
中
学
校
に
対
し
て
兼
止
命
令
を
出
し
た
判
決
が
あ
る
。
議
教
的
表
現
や
行
為
と
竃
接
接
触
す
る
こ
と
が
、

非
経
済
的
損
害
を
も
た
ら
す
と
い
う
の
で
あ
る
。

連
邦
最
高
裁
は
、
ヴ
ァ
リ
!
・
フ
ォ

i
ジ
ユ
判
決
で
、
日
本
の
判
例
と
似
通
っ
た
論
理
を
展
開
し
た
。
す
な
わ
ち
、
@
同
教
樹
立
禁

止
条
項
違
反
は
、
直
ち
に
権
利
侵
害
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い

oe納
税
者
の
税
金
が
使
わ
れ
ず
、
従
っ
て
経
済
的
損
害
が
生
じ
た

と
は
言
え
な
い
場
合
に
は
、
納
税
者
と
し
て
の
原
普
通
格
を
主
張
で
き
ず
、
原
告
は
、
自
ら
に
何
ら
か
の
損
害
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
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主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

oe国
教
樹
立
禁
止
条
項
に
融
れ
る
と
思
わ
れ
る
行
為
に
対
す
る
反
発
や
積
り
等
は
、
原
告
適
格
の
姿
件

で
あ
る

の
損
答
」
に
は
当
た
ら
な
い
。
こ
う
し
て
間
判
決
は
、
問
削
教
樹
立
禁
止
条
項
違
反
を
争
う
原
告
適
格
を
狭
め
た
よ
う

に
見
え
る
。
し
か
し
連
邦
の
下
級
裁
判
所
は
、
行
政
手
続
法
の
定
め
る
原
告
適
格
規
定
を
前
提
に
、
「
事
実
上
の

概
念
を
柔
軟

に
用
い
て
、
原
告
連
絡
を
認
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
特
に
第
一
一
一
の
手
法
は
、
実
は
ヴ
ァ
リ
i
・
フ
ォ
ー
ジ
ユ
判
決
が
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
間
判
決
か
ら
は
容
認
し

難
い
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
原
告
の
、
違
憲
と
思
わ
れ
る
宗
教
的
行
為
に
対
す
る
憤
り
等
の
感
情
だ
け
で
は
原
告
適
格
を
認
め
な
い

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
不
快
な
宗
教
的
表
現
に
接
す
る
だ
け
で
非
経
済
的
損
害
が
生
じ
、
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
る
と
は
考
え
難
い
。

理
由
と
し
て
、
間
判
決
む
ン
エ
ン
プ
判
決
に
対
す
る
評
価
を
記
し
た
脚
誌
が
引
か
れ
も
す
る
が
、
シ
ェ
ン
プ
判
決
は
公
立
学
校
に
関
す

る
事
件
で
あ
り
、
原
告
が
子
供
だ
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
判
決
に
対
し
て
、
裁
量
一
上
訴
(
円
時
門
江
三
時
乙
が
・
閉
し
立



ν必高之.{:!際主主~~や~~'縄民主I[~返さまいて ν鴇f<-...)ν~.s:"遜母口昭総 .'l 0 '二 ν沼&~~~後司令{<.!1込Jν エω ユ。

(刊) 392 U.S. 83 (1968)刷

(N) 333 U.S. 203 (1948). 

(的) 343じ.S.306 (1952)ヨ

(噌) 342 U.S. 429. 432-35 (1952) 

{凶) 37告U.S.421， 43ふ31(1962). 

(∞) 374 U.S. 203. 224 n.9 (1963) 

(ト) r川ト?くム喜平総~制時制手J~控室諸悪草草-þ!事~-=l~駐車車襲争裁~-'!l合時陸料医務総~やエトJ さま'談*"奪三刊< rト司子校以42tz 時認識語余華経~厳選ま

主主Jí5J O~一同 I 11I¥Ill( (￥+<図面担浮iと4J.1・ ;兵<~) ~'袋詰己都議案縦~蝋当事1眠二も.)~詰E誌とl~聖鰻JトJ'二時。

Americans U ni ted for Separation of Church and State. lnc、V.United States Dep't of Health. Ed. and We1fare， 619 F. 2d 

252 (3d Cir. 1き80).

受章悪

(∞} ト

α刊
1
1

454 U.S. 464脅 478-82(1982). 

ld. at 485-86. 

Id. at 486孔 22.

ト底塁線互主連立~~喜々~や:;.いざま， Marc Rohr，れltingat Cros剖 S‘Nontaxpayer Standing to Sue under the Establishment Clause， 

11 Ga. St.U.L公ev叶 495(1995)とよ吋"'-¥J'J .('為千〈哨エQ

(;:l) Flora v. White. 6宮2Fぉ 2d53 (8th Cir、¥982). 

(~ミ Amerícans United for Separation of Church and Statc v. Reagan， 78吾F.2d 1宮4(3d Cir.). cert. denied. 47きU.S事14(1986).

(ピミ) Allen v. Consolidated City of Jacksonville， 719 F Supp. 1532 (M.D.Fla.)， aff'd without opinion 880 F. 2d. 420 (11 th Cir 

¥98吉)、

(;e) 465 U.S. 668 (1984) 

(由)

( :=;) 

(ごゴ)

(~) 

〈
ロ
ヨ
)
烈
阪
Q

「
燦
燦
〈
窪
泌
総
一

1
総
定
締
思
議
時
吋
け
叫
抑
制
山
r
F
F制
緩
附
開
門
b
m悶



{じ) 492 U.s. 573行事89)
(~) Burelle v. City of Nashua， 599 F. 8upp唄 792(D.N.H. 1984); Mather v.Viltage of Mundel制礼的意 F.8u予p.13紛 (N.D.I11. 

1事88)，rev'd 864 F. 2d 12事1(7th Cir. 1989); Kaplan v. City of Bur!ington， 891 F.2d 1024 (2d Cir. 198宮)，cert. denied， 4事6U.8. 

事26(l告書0)給。

I J ヰ主 ，i:'~ 奪還主申脅口心縦割ロ剰語空Sjg[綴4!1~起 Lょや.:;¥-'!ダ t-三三回-< r植帯主主主出~面私立-\J K<(\ ，'\1ト附入、 ( 

c
m
m
H
)
恥
宏
伸
相
税
制
時
総 11端辞鴻一回・料)J城跡事棄却民 i(~) 

i
i
∞∞州
1
i

1111終1J1 nit'与J~奴， 1~Dit'1(OI狙~性一( 1 .民<111)出議事!ll'C

(2) 5 U.8.C.A. !i 702. 

(;j) 405 U.8. 727 (1972) 

m) 412 U.8. 669 (1973)会
(~) 吾容8F. 2d 1098， 1107-08 (11th Cir. 1983). 

(~) Hawley v. City of Cleveland， 773 F. 2d 736， 740 (6th Cir. 1自85)，cert. denied， 475 U.8. 1047 ([詰86).

(KJ) 7告4F. 2d 265， 268必哲(7thCir.). cert. denied， 479 U.8宮61(1986上

(~) Mendelson v. City of 8t. Cloud， 71語F.8upp. 1065， 1067総 (M.D.F1a.1事89)守

(:;-.;) 927 F. 2d 1401， 1406 (7th Ci仁川容。， ce門 denied，112 8.Ct. 3054 (1992). 

(gJ) ld. at 1421. 

(g:) 782 F. 8upp. 1420.1426 (8.D.Cal. 1事91)，aff'd， 9号oF.2d 1518 (号thCir、1993ト

(g) 845 F. 2d 1463， 1468 (7th Cir. 1988). 

(c;j) 652 F. 8upp. 380， 382 (8.D即Mi枇 1987)

(~) 812 F. 2d 687，記事2-93(11th Cir. 1987) 緩和t!$~判事-\J...J\-'~控制口調理事草創4梢理主...J\-'ニ~~'家総笠'株立車部:r;:!fi軍事者融込級官必~時

~ベ'$話番事ムJ ...J ν~思長戦終岩~:.2ゃニド意思おか時毛主総ti..:持:'-\J間.'('--! (Jd 以 689n.3)。

947 F. 2d 147， 151 (5th C町、 1991)，四γt.denied， 112 S.Ct. 3028 (1告92)

882 F. 2d 1485， 1490 (10th Cir. 198約， cert. denied， 495じ.8.910 (1990). 

Eい111111盗'イくゆみJ堅持説'

(~) 

(お)

http:1991)aff'd9F.2d


(
M
d

本
績
で
は
、
公
共
施
殺
の
創
刊
岡
市
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
殺
な
る
宗
教
的
表
現
と
の
接
触
と
は
異
会
る
と
の
観
点
か
ら
、
第
一
と
第
三
の
手
法
を
分
け

て
い
る
。

(
鉛
)
沼
紛

3
3
戸

の

む

ず

v
m
u
c
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幹
回
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h
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m
g
d明
器
玄
想
以
ぬ
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g
c
o
a
n
玄関
Z
H
U
C
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M
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ム
ω
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臼

色

気

ゆ
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晶

け

r
O
R
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臨

判
例
の
比
較
か
ら

E塁の然教的行為による被侵害，fIJ主主-1宗教的人格稼j の周辺(UHJ)

自
本
と
ア
メ
リ
カ
の
判
鶴
を
め
ぐ
る
状
況
の
違
い
を
、

い
く
つ
か
挙
げ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
被
侵
害
利
益
の
存
夜
が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
要
件
で
あ
る
が
、
自
本
で
は
、
自
衛
官
会
記
事
件
緩
高
裁
判
決
が
「
社
会
的
に
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許
容
し
得
る
娘
震
を
超
え
た
信
教
の
自
由
の
侵
害
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
判
関
も
、
実
定
法
上
の
根
拠
の

存
在
や
、
侵
害
さ
れ
た
科
益
が
明
確
で
あ
る
こ
と
が
必
饗
で
あ
る
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
で
は
、
特
に
下
級

審
判
例
が
、
宗
教
的
行
為
や
象
畿
と
直
接
接
触
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
、
事
実
上
の
操
窓
口
が
あ
っ
た
と
認
め
て
い
る
。

次
に
、
議
求
の
内
容
に
つ
い
て
。
日
本
で
は
、
問
題
と
な
っ
た
行
為
が
一
部
限
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
か
、
主
と
し
て

損
害
賠
償
請
求
で
あ
る
。
部
位
の
礼
・
大
嘗
祭
違
懲
訴
訟
で
は
、
支
出
の
差
止
や
違
憲
確
認
が
求
め
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
不
適
法
と

し
て
州
却
下
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
問
題
と
な
る
行
為
の
継
続
性
の
た
め
か
、
差
止
論
求
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
事
件
の
性
格
と
し
て
、
日
本
で
は
、
閣
の
機
関
内
が
主
体
的
に
関
わ
っ
た
行
為
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
宗

教
的
象
徴
の
展
示
許
可
の
よ
う
に
、
私
人
の
働
き
か
け
に
対
し
て
自
治
体
等
が
承
認
を
与
え
る
と
い
う
、

や
や
受
動
的
な
立
場
に
と
ど

ま
る
も
の
も
多
い
。
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そ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
政
教
分
離
原
則
郊
の
法
的
性
格
と
の
問
機
わ
り
に
つ
い
て
は
、
日
米
と
も
、
原
附
則
違
反
の
行
為
が
夜
ち
に
舘
教
の
自

由
の
侵
害
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
た
だ
し
ア
メ
リ
カ
で
は
、
そ
の
論
理
-P¥
信
教
の
自
由
と
異
な
り
、
強
制
が

な
く
て
も
分
離
原
則
則
違
反
と
な
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
自
由
が
鑓
害
さ
れ
て
い
・
な
く
て
も
潔
告
適
格
を
認
め
る
と
い
う
方
向
に
用
い
た

が
、
自
本
で
は
逆
に
、
信
教
の
由
民
自
が
侵
答
さ
れ
て
い
な
い
想
り
、
私
人
に
対
す
る
権
利
等
の
侵
害
が
生
じ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

憲
法
判
断
を
加
え
る
必
婆
は
な
い
と
す
る
方
向
で
思
い
て
い
る
。
分
離
原
則
が
一
儒
教
の
説
由
を
間
接
的
に
保
脇
陣
す
る
こ
と
を
認
め
な
が

ら
、
訴
訟
段
階
で
は
事
実
上
、
分
離
原
間
違
反
を
信
教
の
自
由
の
侵
害
と
附

祖
す
る
か
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
、
宗
教
的
人
格
権
な
る
概
念
が
、
果
た
し
て
有
沼
な
も
の
で
あ
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

自
衛
官
合
流
事
件
緩
高
裁
判
決
は
、
事
件
の
性
格
を
原
告
と
護
笹
神
社
と
の
問
題
に
践
定
し
た
よ
で
、
私
人
間
で
は
宗
教
的
人
格
権

の
存
在
を
度
ち
に
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
事
件
を
処
理
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
関
家
と
私
人

と
の
簡
で
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
決
養
が
つ
い
て
い
な
い
。
ま
た
、
と
の
最
潟
裁
判
決
は
簡
の
行
為
に
つ
い
て
、

単
な
る
事
務
的
協
力
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
合
意
と
判
断
し
、
後
の
訴
訟
で
も
、
特
に
高
裁
判
決
で
は
、
憲
法
上
の
疑
義
が
あ
る
な
ど
と

(
1
)
 

い
う
形
で
、
部
分
的
に
憲
法
判
断
に
踏
み
込
む
も
の
も
民
ら
れ
る
。
権
利
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
懇
法
判
断
は

不
要
で
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
不
法
行
為
法
に
お
け
る
通
説
で
あ
る
相
関
関
係
議
論
に
よ
る
の
で
あ
れ
ば
、
被
俊
窓
口
利
益
が
弱
く

(2) 

て
も
、
加
害
行
為
の
不
法
性
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
の
意
味
で
憲
法
判
断
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
こ
う
し
て
宗
教

的
人
格
権
は
、
判
例
で
繰
り
返
し
否
定
さ
れ
な
が
ら
も
、
な
お
違
憲
掴
賠
訴
訟
と
い
う
訴
訟
手
設
を
支
え
る
意
味
は
持
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

宗
教
的
人
格
権
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
州
問
、
え
ば
伊
藤
反
対
意
見
の
一
言
、
っ
「
自
記
の
欲
し
な
い
刺
激
に
よ
っ
て
心
を
乱
さ
れ
な
い
科
議
」

は
、
あ
ま
り
に
広
範
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
韓
関
が
残
る
。
こ
の
積
度
の
利
益
が
い
か
な
る
場
合
に
も
保
護
さ
れ
る
と
は
考
え
難



く
、
そ
の
結
果
、
「
保
護
の
程
度
が
器
い
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
」
こ
と
に
な
ろ
う
。
坂
上
意
見
の
よ
う
に
、
遺
族
に
よ
る
死
者

の
祭
詑
に
限
定
す
れ
ば
、
問
問
題
は
比
較
的
容
易
で
あ
り
、
殉
職
・
自
衛
窓
合
記
事
件
の
よ
う
な
事
案
で
は
、
原
告
の
主
張
す
る
被
侵
出
食
料

益
は
法
的
保
護
を
受
け
得
る
。
坂
上
意
見
は
、
遺
族
問
の
優
先
細
位
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
様
護
令
抜
ん
だ
。
し
か
し
原

告
は
、
実
際
に
は
間
関
(
自
衛
隊
地
方
連
絡
部
)
と
隊
友
会
が
、
原
告
の
愈
患
を
無
議
し
て
、
し
か
も
原
告
の
意
思
に
よ
る
合
流
と
取
り

繕
お
う
と
し
た
こ
と
を
問
問
題
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
死
品
燃
の
祭
詑
が
、
法
律
に
よ
っ
て
様
々
な
保
護
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
護
族
以
外
の
他
者
に
よ
る
介
入
に
つ
い
て
は
、
名
誉
致
損
a

プ
ラ
イ
ヴ
ア
シ
i
侵
害
と
照
様
に
精
神
的
苦
痛
の
存
喪
を
認
定
で
き

閣の宗教的行為による被侵号事利益一「宗教的人待機jの額辺(山口}

る
で
あ
ろ
う
。

機
科
の
内
容
を
こ
の
よ
う
に
限
定
し
て
捉
え
る
と
、
郎
般
の
札
・
大
嘗
祭
訴
訟
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
原
告
の
主
張
す
る
被
侵
害
利

〈

3〉

授
は
法
的
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
可
能
性
が
強
く
な
る
。
ア
メ
リ
カ
の
下
級
審
判
例
も
、
少
な
く
と
も
、
宗
教
的
行
為
と
直
接
に
接

-201-

触
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
だ
が
、
日
本
で
陪
議
と
な
っ
た
行
為
の
方
が
、

ア
メ
リ
カ
の
も
の
よ
り
も
、
習
の
関
与
の
程
度
が
強
い

上
に
、
宗
教
性
が
強
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
多
数
決
に
な
じ
み
難
い
宗
教
の
領
域
に
お
い
て
は
、
政
治
部
再
の
行
動
に
対
す
る
裁

判
所
の
鍛
視
・
統
舗
が
求
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
裁
判
所
は
、
少
な
く
と
も
、
輯
関
関
係
理
論
等
に
よ
っ
て
、
留
の
行
為
の
護
法
性

(
4〉

〈
護
憲
性
)
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
は
必
要
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(
1
)

嶋
崎
開
閉
訴
訟
に
つ
い
て
は
大
阪
潟
裁
(
大
阪
訴
鈴
)
、
一
湾
問
務
裁
の
判
決
が
、
郎
伎
の
礼
・
大
嘗
祭
訴
淡
に
つ
い
て
は
大
阪
高
裁
判
判
決
が
、
違
憲
の
疑
い
を
指
摘

-M
て
い
る
。

(
2〉
高
橋
和
之
吋
政
教
分
雛
と
臨
時
職
自
衛
官
の
合
総
」
ジ
コ
リ
ス
ト
九

析
す
る
。

ふ
ハ
珍
二
図
一
奥
士
九
八
八
〉
は
最
高
裁
判
決
が
相
粗
削
間
関
係
憩
基
調
の
準
法
を
用
い
た
と
分
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(
3〉
大
塚
車
e

判
判
タ
八
開
回
大
管
九
三
演
以
下
は
、
コ
辛
缶
閣
の
科
学
」
事
件
判
僚
の
評
釈
に
お
い
て
、
問
門
事
件
で
主
強
さ
れ
た
宗
教
的
人
格
体
構
は
「
自
衛
隊
合
従
訴
訟

で
本
市
求
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
司
遺
族
が
亡
夫
を
そ
の
意
思
に
燃
し
会
い
事
組
閣
の
下
に
祭
神
と
し
て
認
ら
れ
な
い
利
益
』
と
比
較
し
て
、
よ

り
法
的
利
議
伎
が
抑
制
い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
」
、
「
一
方

i
本
件
は
、
郎
伎
の
礼
正
般
の
融
関
等
に
よ
る
磁
費
支
出
の
事
件
よ
り
は
後
約
利
益
性
は
柑
聞
い
と
み
ら
れ

る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
家
教
団
体
の
代
表
に
糾
問
す
る
中
傷
的
な
論
務
が
、
同
信
者
の
ん
泳
教
的
関
人
絡
協
慨
を
侵
答
す
る
と
し
て
、
山
制
緩
校
や
記
事
の
教
輪
車

棋
告
が
訴
え
ら
れ
た
。
組
組
判
決
は
、
怖
刑
述
の
政
教
分
離
柵
訴
訟
と
問
機
の
獲
白
か
ら
、
機
創
刊
の
存
在
を
怨
め
て
い
な
い
。
し
か
し
、
宗
教
間
体
や
そ
の
代
表
に
対
す
る

批
判
明
は
、
た
と
え
事
実
の
公
正
な
報
道
で
あ
っ
て
も
、
帰
国
者
に
と
っ
て
は
綴
仰
生
活
の
平
総
を
乱
す
も
の
と
な
ち
得
る
。
そ
し
て
、
機
等
の
公
共
同
同
体
に
よ
る
、

特
定
{
泳
教
に
世
帯
づ
く
行
為
以
上
に
、
信
者
の
宗
教
上
の
感
情
を
害
す
る
か
も
知
れ
な
い
の
明
、
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
も
組
問
者
に
対
し
て
法
的
係
議
を

認
め
る
と
す
れ
ば
、
宗
教
間
体
に
対
す
る
論
評
は
法
的
に
は
間
関
雌
障
に
な
っ
て
し
ま
う
。

(
4〉
森
常
穴
樹
・
法
学
教
釜
一
九
九
一
二
年
一
月
号
一

O
五
宙
開
。
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